
４月20日（木）、慶應義塾大学で航空政策研究会・月例研究
会が開催され、内藤会長が「航空業界を支える人材に関する
課題について」と題して講演しました。1966年に設立された
同研究会で、航空連合が登壇したのは初めてのことです。
約160名の参加者は、労働組合の視点から見た現場の切実な

課題と、長年にわたる航空連合の懸命な取り組みについて、
熱心に耳を傾けていました。
今後も航空連合の取り組みや政策を様々な場で発信し、理解

者の拡大を通じて産業課題の啓蒙・前進につなげていきます。
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内藤会長

進行役の加藤一誠
航空政策研究会事務局長
（慶応義塾大学教授）
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